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③地 下水質 の状況

地 下水 質 の調 査 結 果 は 、 表 －6．6．1（2）～表 －6．6．1（13）に 示 す とお りで あ る。

ア）水 質 （イ オ ン） 分 析

地 下 水 水 質 分 析 結 果 に よ るヘ キ サ ダ イ ヤ グ ラ ム か ら、 図 形 の 形 態 が 類 似 して い る 地

点は B－4 、 B－8、 B－2 9及 び B－3 1地 点 で あ っ た 。 逆 に 、 これ らの 地 点 とま っ た く異 な っ た

形態 を示 す の はB－2 8地 点 で あ り、 ナ トリ ウム イ オ ン や 塩 素 イ オ ン の含 有 量 が顕 著 で あ

り、 海 水 の 混 合 し た 特 徴 を よ く 示 し て い る 。 な お 、 水 質 分 析 結 果 に よ る ト リ リニ ア ダ

イヤ グ ラ ム で 示 した 水 質 区 分 で は 、B －4 、B －8 、B－2 9及 びB－3 1地 点 の 地 下 水 は 「 Ⅰ．ア

ルカ リ土 類 炭 酸 塩 」 に 、B－2 8地 点 の 地 下 水 は 「Ⅳ ．ア ル カ リ非 炭 酸 塩 」 に そ れ ぞれ 水

質区分 され た 。

イ）水 質 一般 項 目径 月 結 果

平成 13年 9 月 ～平成 14年 8 月 の地 下水水 質調 査結 果 か ら、 当該調 査地点 にお ける地

下水 の 水 質 特 性 に．よ る レー ダ ー チ ャ ー トに お い て 、海 岸 線 に位 置 す るB－3 2で 、 他 地 点

に 比 べ ナ ト リ ウ ム イ オ ン（N a つ と カ リ ウ ム イ オ ン（K ＋）の 合 量 及 び 塩 素 イ オ ン（C l‾）が 突

出 して お り、 海 水 の 影 響 を大 き く受 け る地 点 で あ る こ とが示 唆 され た。 一 方 、 同 様 に

海岸 線 に 位 置 す る B －2 3 の ナ ト リ ウ ム イ オ ン（Ⅳa ＋）と カ リ ウ ム イ オ ン（K ＋）の 合 量 及 び 塩 素

イオ ン（C l‾）は 、 B－3 2 の約 7 ％ 程 度 とな っ て お り、 海 水 の 影 響 が ほ とん ど無 い と推 察

され た。 ま た 、 B－1 1 、 B－2 1 、 B－2 3 、 B－2 7 の レー ダー チ ャー トを 比 較 した場 合 、 B－1 1 、

B －2 1、B－2 3は比 較 的 似 た 形 状 を 示 し、 同 じ水 脈 の地 下 水 で あ る こ とが推 察 され るが 、

B －2 7は これ ら 3 地 点 に 比 べ カ ル シ ウム イ オ ン（C a2＋）が 低 く、 違 う水 脈 の 地 下 水 で あ る

こ と が 推 察 さ れ た 。

ウ）水 質健康 項 目結果 （環境基準 との比較 ）

地 下水の水質 汚濁 に係 る環境 基準 で設定 された水 質調査 項 目の内、硝酸性 窒素及 び

亜硝 酸 性 窒 素（N O。＋2－N）を 除 く測 定 項 目2 5項 目の 内 で検 出 され た の は フ ッ素（F）と ホ ウ

素（B ）で あ っ た。 10月 はフ ッ素（F）が0．1～ 0．3m g／L、 ホ ウ素（B）が 0．03～ 0．0 5m g／L の 範

囲、2月 は フ ッ素（F）が 0．1～ 0．2m g／L、 ホ ウ素（B）が 0．0 3～ 0．2 7m g／Lの 範 囲 を示 した が 、

いず れ も環 境 基 準値（フ ッ素 0．8 m g／L以 下 、 ホ ウ素 1m g／L以 下 ）を 下 回 って い た 。 硝 酸 性

窒素及 び亜硝 酸性窒 素（NO。＋2－N）につい ては 、環境 基 準値（10m g／L 以下）を下 回って推移

して い た 。

そ の 他 の 項 目に つ い て は 、 10月 、 2 月 ともす べ て 不 検 出（定 量 下 限 値 以 下 ）と な っ て

いた 。
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